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1930年代の 大連日本基督教会の伝道に関する一 考i察
一

大連日本基督教会月報 『霊光』を基 として一

川 俣 茂

1 ． は じめ に

　現在 ， 中華人民共和 国東北部 とな っ て い る地 域 は か つ て 「満 洲」 と呼ば れ て

い た 。 こ の 地 域で は複雑 な 歴史 ・
政治

・
社会状況に あ りなが らも ， i） タ イプ

A ［「日本 人 」 → 厂日本人 」］， ii） タイ プ B ［「日本人 」 → 「満洲 人 （「現 地人」

の 意 として の 「満洲人」）」］1）
， iii） タ イプ C ［「満洲 人 」 → 「満洲人 」］な どの

形 態 を とっ た プ ロ テ ス タン ト教会 の 伝道が為 されて い た 。しか し ， タ イプ A ［「日

本 人」 → 「日本人 」］伝道に つ い て は ， 史料 も少な く， 当時の 牧師や信徒 もそ の

多 くが 逝去 し ， 当時の 事情 を知 る 人 も年 々 少 な くな っ て い るの が 現状で あ る。

ま た ， タ イプ C ［「満洲 人」 → 「満洲人」］の 伝 道 に つ い て は 2， 3 点の 史料の 存

在 し か確 認 し て い ない 2）。従 っ て ， 共に その 伝 道 の 実態 が あ ま り明 らか に な っ

て い ない の で あ る 。

　そ こ で 本論文 に於 い て は ， タ イプ A ［「日本人」→ 「日本人 」］の 伝道の うち ，

大連 日本 基督教会 （通称 ・大連西広場教 会もし くは 西広場教会 。 以 下 ， 本論文

に 於い て は 「西 広場 教会」 と称す ）の 伝道 に つ い て ， 当時教 会が 発行 し て い た

月 報 『霊 光亅 を基 と し て
， 1930年 代を 中心 と し て 考 察す る こ と とす る 。 こ の

『霊 光』は ， 1931 （昭和 6）年 9 月に 教会建設 25 周年記念事業の
一

つ とし て 創

刊 され ， 1945 （昭和 20）年 6 月 ， 第 159号 に て 事実上終刊 とな っ た 。 そ の 内容

は
， 牧師 ・伝道師の 説教 ・

小 文 ， 信徒の 小 文 ・随想 ， 中会関係記 事 ， 教報 ， 個

人 消息 な どで あ り， 1号す べ て が 1 つ の 論考 とい うこ ともあ っ た 。 こ の 『霊光』
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は 現在 ， 日本 に は 1 セ ッ トしか 存在 して い な い 。 終戦 時ま で 西 広場教 会牧師で

あ っ た白井慶吉
一家は 1947（昭和 22）年 3 月に 大連か ら引 き揚 げて きた が ， そ

の 引き揚げの 際 ， 白井 は 荷物 の 中で 何 よ りも こ の 『霊光』を大切 に し ， そ の 結

果 ，
ほ ぼ揃 い で 内地 に もた ら され た も の だ っ た 。現在 は ， 白井慶 吉の 孫 に あた

る永松信行氏が 一括 保存 して い る。

　こ の 西 広場教 会 に 於 け る 「伝 道」 を追究す る際 の 「伝道」 とは ，
「礼拝 ・説教

を 中心 とし た教会 の 福音 宣教 活動」 とい う狭 義 の 「伝 道」 の み な らず ， 日曜学

校 ・婦 人会な ど伝 道を念頭 に置い た教会 内諸団体 の 活 動 ， 幼 稚園 の よ うに 教育

を通 じ た伝 道 を も含む 広 義 の 「伝 道」 で あ る 。 従 っ て ， 教会 の 状況 ・特別伝 道

集会な どは もちろ ん ， 西広 場教会 に於 い て 特 徴 的な 集団の 状況 ， また各種 統計

に つ い て 史料 に 基づ き検討す る こ ととす る 。

　あわ せ て ，
こ の タ イプ A ［「日本人 」 → 「日本人 」］伝道 に つ い て 触れ た 研究

とし て ， 土肥 昭夫 『日本 プ ロ テ ス タ ン ト教 会 の 成立 と展 開』（日本基督教 団出版

局 ， 1975。 第 4 章 「1930年代 に お け る 目本基督 教会 の 活 動」）や 金 田隆一 『昭

和 日本基督教会史』（新教出版社， 1996）が あるが ，
い ずれ も満洲伝道 を 日本の

植民地政策 の
一

環 として と らえて い る だ けで は な く ， 論拠 とな る史料 を提 示 し

て い ない 。 そ こ で 本 論文 に 於 い て は ， 特 に 土肥 氏 の テ
ー ゼ に つ い て ， 史料的見

地 か らの 再検討が必 要 なの で は ない か とい うこ とを 考えた い 。

　大連は 1894 （明治 27）年 の 日清 戦争 まで は 小 さな寒村で あ っ た ． 日清 戦争で

日本が勝利す る と ， 1895 （明治 28＞年 ， 清 朝は 多額 の 賠償金 と共 に 遼東 半 島を

割譲す る 日清講和条約 （下関条約）を締 結 ， 遼東半島は 日本領土 とな っ た が ，

ドイ ツ
・

ロ シ ア
・フ ラ ン ス の 三 国干渉 に よ っ て 遼東半島は清朝に返還 され た 。

三 国干渉の 当事者 で あ る ロ シ ア は 清朝 を懐柔 し ， 1898 （明 治 31）年 ，遼 東半 島

の 南端部 を租 借す るこ とに 成功し た 。 帝政 ロ シ ア は 旅順 と共 に 港 を形成 し ， 極

東進 出の 足 場 に し よ うと した 。 そ の 後 ，
1904 （明治 37）年 ， 日露戦争 が 勃発 し ，

5月 30 日 日本 は 大連を 占領 ， 軍政が 敷 かれ た。 翌 1905 （明治 38）年 9 月 8 日

に は 日露講和条 約 （ポー ツ マ ス 条約）が締結 され ， 日本は 遼 東半 島租借権 ， 長

春以 南 の 東清鉄 道及び こ れ ら に 関係す る
一切 の 権利な どの 譲渡 を受 け ， 9 月 12
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日 の 満洲 に関す る 日清条約で それ を清朝に 認め させ た 。 租借期間は満洲に 関す

る 日清条約で は 25年間で あ っ た が ， 1915 （大正 4）年 の 「対華 21 ヶ条の 要求」，

またそ の 後に締結 され た 南満洲及東 部蒙古に 関す る条約 （1915．5．25 調 印）に よ

っ て 99年間 ，
つ ま り1997年 を も っ て 租借期 間満 了 の 予定 で あ っ た 。 この 遼東

半島租借地
一

帯が 中国の 呼称 に よ り関東州 と呼ば れ ， こ の 時を以 て ， 租借地 と

して の 日本 の 大連統 治 が 始 ま っ た の で あ る 。 租借 とは 国家が他国の 領土 の
一

部

を ， そ の 土地が 属す る 国家 と締 結 した条約 に 基づ い て 借 りる こ とをい い
， 借 り

た 地 域 を租借 地 とい う。 こ の 場 合 ，借 りる 国を租 借 国 ， 貸 す 国 を租 貸 国 とい

う
3）。 こ の 場合 は 日本が 租借国で あ り， 中国側 が 租貸国 とい うこ とに な る 。 大

連の 租借地 状態は 1945 （昭和 20）年 の 日本 の 敗戦 ， 満洲国の 崩壊 に よ っ て ソ連

に 接取 され る まで 続 い た こ とに な る 。 従 っ て ， 大 連 は 日本 国 そ の もの で は な く，

満洲 国で もなか っ た こ とを確 認 し て お きた い 。 また
，

こ の 大連 が 満洲 に 於 い て

重要視 され る理 由の
一

つ に南満洲 鉄道株式会社 （以下 ，
「満鉄 」 と略）の 本社が

あ っ た とい うこ とが あ げ られ る 。 満鉄 は 1905 （明治 38）年 の ポ ー ツ マ ス 条約に

よ っ て 獲得 し た 「長 春
一

旅順 ・大 連問 の 鉄道経営権 とそ れ に 関す る権利」 と

「安東
一

奉天 の 鉄道経営権」 に 基づ い て ， 1906 （明治 39）年 に設 立 され た官民

出資の 株式会社で あ る。 事業内容 は 単 に 鉄道経 営に とどま らず ， ヤマ トホテ ル

や撫 順炭鉱 ・鞍山製鉄所 の 経営 ， シ ン クタ ン ク と して の 調査部な ど多岐にわ た

っ て い た 。 後に 満洲国が 成立 す る と ， 満洲 国国有鉄道の 経営を委託 され た反 面 ，

鞍 山製鉄所などを満洲 国 との 合弁企 業に 譲渡 し た よ うに ， 満洲 国を経済的 に支

えて い た の が こ の 満鉄 で あ っ た。 こ の 満 鉄 の 本 社が 大連 に あ っ た とい うこ とも

西広 場教会 を考える うえで 見逃せ ない 事実で あ る 。

　なお ， 本論文 に於 い て は 歴 史的 呼 称 として の 「満洲 」 ・「内地」・「外地 」 を用

い る と ともに ，
「満州」 は 「満 洲」 とい っ た よ うに基本的 に 歴 史的表記 を尊重す

る こ と とす る 。
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皿 ． 大連日本基督教会の 状況

　西 広 場教 会は 独特 の 形態 を もっ て 始 ま っ た 。日露戦 争の 最中の 1904（明治 37）

年 8 月 19 日， 陸軍 満洲軍倉庫長 として 日疋 信亮 （ひ び き ・
の ぶす け）他 15名

が大連 に 上 陸した 。 日疋 は 日基富士 見町 教会の 会員で あ り， 自分が率い る部下

15名す べ て をキ リス ト者 とし ， 大連 上陸直後 か ら ， 満洲軍 陸軍倉庫本部 で 日曜

礼拝 ・金 曜祈濤会 を守 っ て い た 。 同じ年の 12月 に は基督教青年会軍隊慰労部の

一 室 を借用 し ， 集会 を開始 し た 。 日疋 が 率 い た 部下 ， また 12月 に始 ま っ た集会

の 参加 者も全員が 日基 の 会員 とい うわ けで は な く， 他教派 の 会員 も多 くい た 。

　1905 （明治 38）年 に入 る と， 10 月 5 日，
「満洲伝道 の た め

， 伝道局 直轄の 講

義所 を大連営 口 の 二 箇所 に 置 くこ と及 び 牧師の 派遣を求 め る」 旨の 決議が 「在

大連基 督者有志総代」よ り 日本基督教会第 19 回 大会 に 提 出 され た 4）
。 こ の 2 ヶ

月後 ， 日基伝道局 か ら幹事貴山幸次郎が 来連 し
，
12月 5 日 ， 浪速町十字堂 に於

い て ， 西広揚教会の 設立 総会 を開い た 。 こ の 席上 ，
「大連 日本基督教会規定」 が

決議 され ， 翌 16 目に は貴 山出席の 下 ， 創立 祈濤会 ・創 立総会が 開催 され ， 貴山

司式 に よ り洗礼 式 ・聖晩餐式 が 執行 され た
5）

。 当時 ， 大連 に は 教会 は
一

つ もな

か っ た た め ， 各教派 に属す る信徒は 教派 の 違 い を乗 り越え ， 協力 し ， 礼拝す る

こ とに 努 め た 。 そ れ と と もに ，
こ の 時期は 教 会関係者 が い くつ か の 社会 事業を

は じめ た 時期で もあ っ た 。 1906 （明治 39） 年 4 月 に は婦 人 救済会が 創 設 され ，

同年 9 月 に は大連慈恵病院， 商業学校が 設 立 され て い る。 これ らは い ずれ も教

会 の 業 として は じめ られ た もの で は な く， い ず れ も後 に教会外 の 団体 に 譲渡 さ

れて い っ た もの で ある 。 こ れ らの 事業設立 に 際して
， 関東都督府 ， 大連民 政署 ，

満鉄な どか ら寄附金 とい う形で 援助が 出て い た 事実 も見逃せ ない 。 しか し ， イ

ン フ ラ整備が まだ それ ほ ど進 ん で い ない 大連 に 於 け る教会 へ の 期 待 ， ま た そ の

よ うな教育事業や救済機関の 不備な時代に 教 会の 関係者が その 欠陥を補 うべ く

努力 し て い た こ とは指摘し て お きたい 。

　1906 （明治 39） 年 9 月 5 日 ， トマ ス ・ウ ィ ン
6） が 来 連 し た。 ウィ ン は 大連 を

根 拠地 と し ， 主 とし て 満鉄沿線に在留す る 日本人 に 伝道す る 目的で 来連 した の
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で あ る。 西広揚教会 へ の 応援も惜 し まなか っ たが
， 教会に 責任者 ，

つ ま り主任

牧師 を置 くぺ きで あ る との 考 え に 至 り ， 1907 （明治 40）年 1 月 ， 三 好務 7）を伝

道師 と し て 招聘す る こ と とな っ た （第
一

次三 好時代）。 『大連 日本基督教会沿革

誌』に よれ ば ， 西広 場教会の 初代の 専任教師は 三 好務伝道師 とい うこ とに な っ

て い る
8）

。 し か し ， 『西広 場教 会の 思い 出』の 深津文雄の 文章に よれば ， 三 好着

任以前に 石 田祐安 （い し だ ・ す けやす　1865− 1908） とい う牧師が い た と指摘

して い る 。

（石 田は ）こ の 時は伝道局 に 派遣 され ， じ つ は大連教会初 代の 牧 師 と し て赴 任して

い るの で す 。 とこ ろが ，大連 教会は 超教派 で や るの が よい と言 っ た ため ， 伝道局か

ら罷免 された の で す 」 （『福音 新報 』ニ ー
四 〇号）9） （傍点は 引用者）。

第
一

次三 好時代は 1907 （明治 40） 年 1月か ら 1908 （明治 41）年 8 月 まで の 約

1年半 で あ っ た が
， 西 広 場教会 に とっ て 極 め て 重 要な 1年 半で あ っ た 。 まず 1907

（明治 40）年 5月 ， 西 広場の 土地約 720坪を 20年 を期 限 と して 大連民 政署か ら

無償 で 借 り入 れ る こ とに 成 功 し た 。 こ の 土地 は 元 来官有地 で あ っ たが
， 管理者

で あ る陸軍満洲軍 倉庫 大連支 庫長 及び 大連 民政署長 10） と交 渉の 末 ， 敷地 を陸

軍か ら民政署に移管 し
， 民政署が 教会に 貸 し 付け る とい う形 を と る こ と とな っ

た 。 会堂は それ か ら 7 ヵ 月後 の 1907（明治 40）年 12月 15 日に 献堂 され たが u ）
，

こ の 教会堂建築費収入 決算表 に よれ ば ，関東都督府 か ら 3000 円の 寄 附が あ っ た

と記録 され て い る
12）

。 これ は全 収入 額の 約 20％に あ た る。 また ， 1907 （明治

40）年 9 月 8 日に は 西 広揚教 会の 第 1回の 総会並び に 第 1 回小会が開催 され た 。

公式 に は こ の 第 1 回 の 総 会並び に 第 1回 小会が 開催 され た 1907 （明治 40）年 9

月 8 日を もっ て 西広 場教 会創立 の 時 として い る。

　伝 道 師とし て 名 実共 に 教会の 重 責 を負 っ た三 好は 1908 （明治 41）年 8 月 ，
ア

メ リカ留学の た め辞任 し た が
， す ぐに 主任牧 師を招聘す るに は 至 らなか っ た 。

主任 候補 と して は 何人 か の 名前が 挙が っ た が
， そ の 中に 鵜飼猛 13） の 名が あ る 。

鵜飼 は 日本 メ ソヂ ス ト教会の 教職で あ るが ， 当時 は無任所 で あ っ た 。第 9 回総
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会 （1910．3．27） に於 い て 鵜飼の 名が挙 が り， 鵜 飼 に対 し招聘状 を出す こ ととな

っ た 。 しか し ， こ の 人事 も第 10 回総会 （1910．7，24）で は 鵜飼招聘交渉が不可 能

とな っ た こ とが 報 告 され て い る 14）。鵜飼 が 1910 （明治 43）年 4 月 に 再 び 日本

メソ ヂ ス ト銀座教会 に任命 を 受けた た めで あ る。鵜飼招聘が 消え た 同じ第 10 回

総会で 植村正 久 の 推薦に よ り宮川 巳作 （みやが わ ・
み さ く）15）が 招聘 された 。

しか し ， 次第 に 宮川 とウ ィ ン の 間に 「基督 の 神 性 に 就 て 相容 る る事 の 出来な い

宗教的紛争」
16）が 生 じ 始 め た 。 こ の 教理 問題 は教 会に 大混乱 を 引 き起 こ し ， 遂

に 1913 （大正 2）年 1月 の 小会で は こ の 教理 問題 に よ っ て 長老が総辞職す る に

至 っ た 。 結局 ， 宮川 は 1913 （大正 2）年 2 月 に 辞任 ， 60名 ほ ど の 信徒 を率い て

独 立 教会 「大連基督教会」 を設立 した 。 こ の 大 連基督教会は 1917 （大正 6）年

に 「独立 」 を捨て ， 組合 教会に加 盟す る こ とに な る 。 こ の よ うに宮川時代は ま

さに 混 乱 の 時代で あ っ た が ， 宮川 時代 ， 特筆す べ き こ との
一

つ に満洲 中会 の 設

置を挙 げ る こ とが で きる 。 1911 （明 治 44）年 9月 開催の 小 会 は 日本基督教 会大

会に 対 し
， 満洲 中会 設置を建議す るこ とを決 定 ， 1912 （明治 45）年 6月 の 大 会

で 満洲 中会が 設置 され た 。 設置当時の 中会教会は 5教会 （大連 ， 奉天 ， 旅順 ，

撫順 ， 安東）で あ っ た が
， 1939 （昭和 14）年 に 至 る と 18教会 に まで 増加 し た 。

　宮川 の 辞任後 ， 招聘委員会が組織 され ， 後任選 任 を急 い で い た が
，

1913 （大

正 2）年 4 月 20 日の 小 会で 留学 中の 三 好務 の 招聘 を満場
一

致 で 可 決 ， 6 月 5 日

の 総会で これ を 承認 し た 。 三 好は こ の 招 聘 に 応 え ， 正 式 に 牧 師に 就任 し た （第

二 次三 好時代）。 こ の 第二 次三 好時代は宮川時代 の 反 省か ら， 市 内を七 部に 分け ，

各部に 組長 を置 き ， 信徒間の 統 一 を図 り， 全力 を伝 道 に集 中 させ た よ うに ， ま

さに 「伝道時代」 で あ っ た 17）
。 その 伝道時代 を 特 に象徴す る もの とし て ， 沙河

口 に支教会を建 設 し た こ とを指摘 して おか な けれ ばな らない
。 沙河 口教会建設

を熱心 に 推進 し た の は 三 好 で あ っ た 。 西 広 場教 会 と関係 の 深 か っ た ウ ィ ン 夫

人 18） を記念 す る た め， 三 好 は ぜ ひ とも沙河 口 の 地 に 教 会 を 建て た い と念願 し

て い た の で あ る 。 沙 河 口 の 地 に は ウ ィ ン が創 立 し ， 西広場 教会員が 奉仕 して い

た 日曜学校が あ っ た 。 1913 （大正 2）年 11月 16 日の 第 20 回総会 で は こ の 沙河

口 の 日曜学校 を正 式 に 西 広場教会 の 日曜学校 とし て 位置づ け た。 翌 1914 （大正
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3）年 9月 27 日の 第 23 回総会で は 「沙河 口 講究所建設 の 件」 が議題 として 挙 げ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 マ マ

られ ， 沙河 口に 教会 を建設す る こ とを 承認， 市民に 「沙河 口講議所建設趣意書 」
19＞

を配布 し ， 幅広 い 寄 附に よ っ て こ の 講義所を建 設 し よ うと し た 。 会 堂 は 1915

（大正 4）年 10月 13日に 献堂式 を迎 えた 。 1921 （大正 10）年 1 月 26 日開催 の

第 36 回総会は
， 1923 （大正 12）年 6月 20 日を期 して 沙河 口 支教会 を独立 させ

るこ とに決定 した 。 しか し ， これ は決定 どお りに は進行せ ず ， 予 定か ら 5 年 を

経過 し た 1927 （昭和 2） 年 1月 19 日開催 の 西広 揚教会第 45 回総会に 「沙河 口

支教会独立 の 件 」が 提 出 され
， 承認 され た 20）

。 これ に よ り， 7 月 24 日に 沙河 口

伝 道教会建設式 が挙行され るに至 っ た 。

　 こ の よ うに西 広場教会の 形成 に大 きな影 響 を与 え た三 好だ っ たが ， 富士 見町

教 会か らの 招聘に応 え るた め ， 1927 （昭和 2）年 6月 12 日の 総会で 辞任が承 認

され
， 6月 27 日の 総会に 於 い て ， 東京 神学社 の 教授 で あ っ た 白井慶吉の 招聘を

決定 し た 。

　白井 の 時代 の 西広 場教会は ま さに 発展期で あ っ た が
， 1930年代の 西広場教会

に と っ て 最大の 出来事は嶺前教会 の 独 立 で あ っ た 。 嶺前 に は 1914 （大正 3）年

頃か ら教会員が 居住 しは じ め た が ， 1922 （大正 11）年 12月 ， 教会員で あ る堀

親道宅で 開か れた 各派 信徒合 同の ク リス マ ス 祝会に於い て 「嶺前家庭会」 が誕

生 ， 翌 1923 （大正 12）年 1月 5 日夜に は ， 齋藤留男 宅で 開か れ た 家庭会で 老虎

灘教会建設の 提案が な され ， こ こ に 教会建設 の 礎が据 え られ た 。 1924（大正 13）

年 1月 に は 西広場教会の 小 会に 支教会設立 の 件を提 出 ， 承 認 され ， 西広場教会

は 正 式に 支教会建設に携わ る こ ととな っ た 。 以後 ， 教会建設 予 定地 の 購入 ， 教

会総会に 於い て 教会建設 準備 委員 の 選 任 な ど支教 会建設 の た め の 準備が 進ん で

い っ た 。 そ の
一方 で ，堀親道は 1925 （大正 14）年 10月 11 日， 自宅 を開放 し て

個人 経営の 家庭 日曜学校を開始 し ， 西 広場教会第 44 回総会 （1926．1．26）は こ の

家庭 日曜学校を西 広場教会 日曜 学校 の 嶺前分校 として 承 認 した 。 しか し
， 支教

会建設 につ い ては 1927 （昭和 2）年以来 ， 幾度とな く小会 ・ 総会で 議論され て

きた が 結 論が 出ず ， そ の 間 に 支 教 会建 設 の 原動 力 で あ っ た 堀 親 道が 逝 去 し た

（1928．9．15）． 嶺前 日曜学校 の 校舎 は 1930 （昭和 5）年 に完 成 ， 出席者 も 100名
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を越 え ，
つ い に 1933 （昭和 8）年 1月 22 日の 西広場教会の 定期総会に 「嶺前教

会 建設に 関す る建議案」 が提 出 された 。 こ の 建議案は ， 総会 出席者 大多数の 賛

成 を得て 成立 した こ とに な っ て い る
21）。 こ の 後 ， 嶺前方面 に 居住する教会員 に

転 出希望 の 有無 を確 認 し ， 所 定の 手 続 きを経 ， 2 月 26 日に牧師 白井慶吉 の 司式

に よ り， 嶺前伝道所 開設式 が 挙行 され 22）
， 3 月 5 日に は 礼拝が開始 ， 嶺前教会

の 第 1回総会が 開催 され た 。 1934年に は 4 月 開催の 満洲 中会に於 い て 嶺 前伝道

所 の 独 立教会建 設願が 承 認 され 23）
， 専任牧師 とし て 細川 慶次が 着任 ， 名実 とも

に 教会 として の 組織 を整 え て い っ た 。

　とこ ろで ， 嶺前独 立に 関 し て は 平穏裡 に進ん で い っ た よ うに記録 され て い る

が ， 吉 田満 穂氏 に よれ ば ， 実 際 には そ うで は なか っ た とい う
24）

。 た とえ ば 1927

（昭和 2）年 1月の 定期 総会 に嶺前支教会建 設案が 議題 と し て 提 出 され ， 建設委

員会が組織 され た に もか か わ らず ， 独 立 が 決定す る まで に 5年 以上 か か っ て い

る 。 また ， 嶺 前独 立 を決 め た 総会 （1933．1，22） で も議論が 百 出す る状況で あ っ

た
25）

。 吉 田満穂 氏 に よれば ， 「白井 は い わ ゆ る 「つ き合い 上手 」 で は な く， ぎ

こ ちな さと一
種の はに か みか ら ， 時折人に誤解 され る こ とが あ っ た 。 また 多 く

の 教 会員 を牧す る に 当 っ て
， 多少技 巧的 な要素 を感 じ る人 もあ っ た」

26） とい う

人 物 で あ り， 嶺前独立 は こ の 牧 師 白井の 性格や方針 に 対す る
一

部教会員の 不満

が原 因の
一

つ で ある とい う
27）。 しか し，形 の 上 で は嶺前独立 は あ くまで も円満

な独 立で あ っ た 。

　 こ の 時期 ，
つ ま り 1931 （昭和 6）年　1933 （昭和 8）年 の 3 年間の 統計 を 見

て み ると 28）
， 1931 （昭和 6）年

一 1932 （昭和 7）年 は 教会員総計は 570名 → 606

名 （＋ 36名 ， 5．9％増）， 現 住者 296名→ 329名 （＋ 33 名 ， 10，0％増）， 受洗者

数 も 24名 → 25名 （十 1名 ）とほ ぼ横ばい を示 し て い る 。 しか し 1932 （昭和 7）

年
一 1933 （昭和 8）年で は会員総計は 606名 → 605名 （± 0）29）

， 現 住者は 329

名 → 322名 （
− 7名 ， 2，1％減）と完全横ばい 状況 とな っ て い る ． し か し ， そ の

反面 ， 大人受洗者は 25名 → 66 名 （＋ 41 名） と前年の 264°／・増 とな っ て い る 。

これ は い っ た い 何 を示す の か 。 こ の 3 年間に発 生 し た歴 史的事項 とし て は 1931

（昭和 6）年 9 月 18 日に 勃発 し た満洲事変を挙げ なけれ ば な らない 。 こ の 満洲
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事変の 教会 へ の 影響に つ い て は 通常の 範囲内で の 会員移動 とい う理 由に 加 え ，

宗教に 対す る関 心 に 事変の 影響が あ っ た こ とが 指摘 され て い る と ともに
， 教会

に 於 け る満 洲事変 の 影 響は 人的影響 よ りも財的影響の 方が 大 きか っ た と記 され

て い る （「問安の 辞」 5 号 1頁 ・「大連教会教勢報告」 9 号 4 頁）。 これ は ， 1930

（昭和 5）年 に 発生 し た 昭和恐慌の 影響が色 濃 く残 っ て い た と思 わ れ る 。 しか し ，

統計 に よれ ば満洲 事変の 影響は 1931 （昭和 6） 年 よ りも 1932 （昭和 7） 年の 方

に深刻 に表れ て い る 。

日曜朝拝 出席 平均 百二 十五 名 に し て 前年度に比 し 二 十九名を減 じ （中略）之が 主 な

る原 因の
一

つ は 一
昨年秋勃発 した 満洲事変が ， 教会員志道者等の 移動 ， 宗教 に 対す

る関心 の 動揺など y な り， 昨年最も著 し く之 が 影響の あ らわ れ た為 め と思 われ ま

す 。 （「問安の 辞」 17 号 1 頁）

こ の 記述に あ るよ うに ， 1931 （昭和 6）年
一 1932 （昭和 7）年で は 会員総数及 び

現 住者 の 面で は 確実に増加 し て い る もの の
， 集 会 出席者数 は確か に 減少 に 転 じ

て い る。 こ れ は 会員総数及 び 現住者 に 占め る集 会 出席者数が 減少 して い る こ と

をも物語 っ て い る 。 しか し ， 満洲 事変 その もの は 西広 場教会 に と っ て ， 現在 の

我々 が 想定 して い た ほ どの 大打撃 を与 えて い たわ け で は ない こ とが わ か る 。 同

じ満洲に あ りなが ら， 満洲事変の 影響 はそれ ほ ど現 れ て い ない とい う事実は 興

味深 い 現象で ある 。

　 さらに 1933 （昭和 8）年 に な る と ， 満洲事変 の 影 響が
一

段 落 し た こ とに よ っ

て 教会外 的要 因に よ る教 勢の 変化は な くな るが ， 今度は 教会 内 的要因に よ る教

勢 の 変化が起 こ る。 嶺前教会独 立 に よ る教勢の 変 化で あ る。 最終 的な嶺 前 へ の

転 出者 数 は 76名 で あ っ た 。 し か し ，
こ の 1933 （昭 和 8）年 の 統計を見 て み る

と
， 先 に 記 し た よ うに ， 前年 （1932 ・昭和 7 年） と比 較 し て もほ ぼ横ば い で あ

るこ とが 分か る 。 76 名も嶺前に転出し て い る の に
，
なぜ こ の よ うな現 象が 起 き

た の で あろ うか。 こ の 1933 （昭和 8）年 の 大 人 受洗者数 を見て み る と， 実に 66

名を数 え て い る。こ の 1933（昭和 8）年に は特別伝道 とし て 外村義郎特別 伝道（第
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一 次） と協 同伝 道 の 形 で は あ るが 神 の 国運 動 講演会 （講師 ・岩橋武夫 ）が 行 わ

れ て い る 。 外村伝 道 の 結果は伝道会 の み を見 て も ， 7回の 伝道会 で 出席者は 2，176

名 ， うち決心 者は 243名で あ り ，

一
方 の 神 の 国運 動 講演会 の 結果 は聴衆合計が

4
，
845名 ， 決心 カ

ー
ド記入 数の うち西 広場教会 と記 し た もの が 合計 111名で あ っ

た 。 こ の よ うに ， 1933 （昭和 8）年 2 月 の 嶺前教会独 立 に伴 う会員減は そ の 後

行 われ た特別 伝道 に よ っ て 回復 され て い る点が 注 目され る 。 1931 （昭和 6）年

一 　1933 （昭和 8）年 の 統 計 に よれば ， 外 的要 因 ・内的要 因に よ る会員減に対 し

て も教 会はそれ を 回復す るだ けの 体力並び に伝道力を持 っ て い た とい え る 。

　 1937 （昭和 12＞年は 教会建設 30 年記念 の 年で あ っ た が ， 1936 （昭和 11）年

1月 26 日に 開催 され た 定期総会 に 於 い て
， 教会建 設三 十年記念 事業立 案委員 よ

り 「一 ．金州伝 道 を開始す る」，
「二 ．外 村義郎を招 聘し今春長期特別 伝道を行

う」，
「三 ． 教会堂 改築 に 関す る調査研究委員 を挙 げ ， 適宜総会に 報告せ し む る」

とい う三 つ の 提案が な され ， 可決 され た （「定期 総会」 53 号 4 頁）。
「一 」 「二 」

は 実施 に 移 され た が ，
厂三 」 の 会堂改築問題 は ， その 後教 会建設 30 年に あ た る

1937（昭和 12）年 に盧溝橋事件が勃発し ， 教会が 戦時体制に巻 き込 まれ て い く

うちに立 ち消 え とな っ た 。

　とこ ろで
， 白井は 西広場教会牧師の 任 に ある

一
方で ， 満洲 中会議長 ， 常置委

員， 教師試験委員な ど中会 ・大会関係 の 職 も多 く多忙で あっ たが ， 副牧 師は 置

か ない ま まで あ っ た 。 し か し ， 1935 （昭和 10）年 1 月 27 日の 定期総 会 に於 い

て ，
「補助伝道者招聘案」 が 上程 され ， 総会 は満場

一
致で こ れ を可 決し た （「総

会記」 41 号 4頁）e その 結果 ， 同年 4 月 に 日本神学校を卒業 した ばか りの 小幡

慶 助
3D） を補助伝道者 として 招聘 した 。 しか し ， 1937 （昭和 12）年 12月 ， 教 師

試験通過 と同時 に 吉林教会か らの 招聘の た め ， 転任 した 。在任 は 2 年 6 ヶ 月で

あ っ た 。 その 後 1 年半 ほ ど白井
一

人 の 時代が 続 き ， 1939 （昭和 14）年 4 月 ， や

は り日本 神学校 を卒業 した ばか りの 福島勲
31） を補助伝道者 と して 招聘 し た 。

福島 と入 れ替わ りに 同年 4 月 ， 西広 場教会員で あ っ た吉 田満穂
32）・八 田良

一 33）

・深水 文人 34） の 3 人が 日本神学校 に入学 ， 西 広場教会は献身者 を生み 出す こ

ととな っ た 。 また 1934 （昭和 9）年に は 日本 神学校 の 内田康
一

が 西広 揚教会 で
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夏期伝道 実習を して い る 。

　 こ の 1930年代 の 伝道 の 特 徴 とし て ，

一
部 を 除い て 大連 あ るい は 満洲 に所用 で

や っ て きた人 々 に ， 来連 の つ い で に 特別伝道集会 の 講師をお 願 い す る とい う傾

向が あ る 35）
。 飛行機が 現在ほ ど

一
般化 し て い なか っ た こ の 当時 ， 船は本土 と大

連 を結ぶ 重 要な交 通手段で あ っ た 。 大連 とい う都 市 が港 町 で あ り， 南満洲各地

に行 くた め に は大 連を経 由し なけれ ば な らなか っ た 。 こ の よ うに 本務は他 に あ

る人 々 に 来連の つ い で に 特別 伝 道集会 ・講演会 を依頼す る とい うケ
ー

ス が 多か

っ た 。 また ， 神 の 国運動 36） に よ る特別 伝 道 は 大連市 内諸教 会協 同伝 道 とい う

形 で行わ れ た。 1931 （昭和 6）年の 堀貞一
，
1933 （昭和 8）年の 岩 橋武 夫 ， 1935

（昭和 10）年の 小 平 国雄 ， 1938 （昭和 13）年の 賀川 豊彦 とい っ た よ うに ほ ぼ 2

年 に 1 回の 割合で 行 われ ， 定例 行事 と位置づ け られ て い た 。 こ の 協 同伝道 に は

西広 場 ・メ ソヂ ス ト ・組 合 ・聖公 会 ・沙河 口 ・嶺前の 教会 が 関与 し て い た 。 こ

の うち ， 賀川 豊彦特伝 は集会 自体は 盛況 で あ っ たが
， 牧 師 白井慶吉 は こ の 神 の

国運 動 に よ る伝 道方式 に否定 的で あ っ た 。

　神の 国運 動で賀川伝道が 大連で も行われ ま し たが ，開会の 時 間が迫 っ て 来 るの に

もか かわ らず ， 先生 は 賀川豊彦 と議論 され て い た とい うこ とは，あ ま り知 られ て い

ない よ うです。

　決 心者を募 り ， 洗礼 を とい うこ の 伝 道方式 で ， こ こ で 生 まれ て くる 信者に 対 して ，

だれ が責任を持 つ の か ， 教会に配分 され る よ うに し て 送 られて きて も ， 責任 を持 ち

か ね る とい うの が先生の 議論で し た 。

37＞

し か し ， 神 の 国運 動の 西 広場教会 の 教勢に 与 えた 影響は大 き く ，
こ の 賀川伝道

が行 われ た 1938 （昭和 13）年の 大人 受洗者数は 45名 とな っ て い る。

　 こ こ で
， 1937 （昭和 12）年の 盧溝橋事件を契機 とし て 『霊光』の 内容が 変質

し ， 教会の 置か れ る状況が 政治体制 に組み 込 まれ て い くとい う点 を指摘 して お

く。 盧溝橋事件直後 に発行 され た 73 号に 「皇軍慰 問に 就 い て 」と題す る文章が

掲載 された の を筆頭 に ，
「皇軍慰 問事業」

・「明治節所 懐」 （74号）が掲 載 され る
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よ うにな っ た 。 教会は 1938 （昭和 13）年の 初週 祈濤 会 の 祈疇題 とし て 「祖 国の

た め に 祈 り皇 軍兵士 の た め に祈 る」 を掲 げ （76 号 1 頁）， 同 じ 1938 年 7 ，月 7 日

の 支那事変
一

周年 の 日 に 「支那事変勃発一 周年記念祈祷会」 を催 して い る 。 ま

た ， 『霊光 』75 号に は 「軍 国 ク リス マ ス 」 と題す る対 話劇 が 掲載 され ， 97号 に

は大連市 内の キ リス ト教諸教会が 毎月一
日連合 して 興亜 奉公 日を守 っ て い る と

い う記事が 掲載 され て い る こ とか らし て も， キ リス ト教会 も西 広場教会 もそ の

置か れ る状況 が 徐 々 に変化 して い くこ と とな っ た とい え る 。

　『霊光』の 内容 の 変 質 と と もに ， 1937 （昭和 12）年
一 1938 （昭和 13） 年の 統

計 上 も変化 が 見 られ た 。 会員
・
男性 は 349名 → 280名 （− 69名 ， 19．7％減），

女性 は 367名→ 340名 （− 27名 ， 7．3°

／・減）， 合計 は 716名 → 620名 （
− 96 名 ，

13．4°
／・減），

これ に 小 児を加 えた 総計は 763名→ 664 名 （
− 99 名 ， 12．9％減），

現住 者に 至 っ て は 431名 → 276名 （− 155名 ， 35．9％減 ） とな っ て い る 。 こ の

1937 （昭和 12）年 7 月 7 日に は盧溝 橋事件が 勃発 し て い る。 こ の 盧溝橋事件 と

は ， 1937 （昭 和 12） 年 7 月 7 日夜 ， 北京 （当時 ・ 北 平）郊外の 盧溝橋付近で 発

生 した 日中の 軍事衝 突で あ り，
こ の 事件 を契機 と し て 日中全面戦争 へ と突入 し

た出来事で ある 。 事件直後の 『霊光 』に は 次の よ うに 記 され て い る。「支那 事変

の 経過 が 全貌的 に ど うい う影響 を集会 の 上 に 及 ぼす か ， 今か ら予 測 し 得 る 由 も

ない が 我 らは集会 の 重 要性 を深 く認識 して ， 盛 会を保 持す る よ う努力 し た い 」

（「集会統計 」 72 号 4 頁）。 こ の よ うに 北京郊外 で 発生 し た こ の 事件 が 関東州 に

あ る大連に ， そ して 教会に どの よ うな影響を与 え るか
， 教会 は 比較的 楽観視 し

て い たが ， 現 実は そ うで は なか っ た 。

又 支那事変は直接間接に教 会員及び 志道者の 移動 を多 くし ， 其他 諸種の 事情が 原因

を成 して ， 教勢は 深刻 な影 響を痛感せ し め られ た 。 （「昨年度の 教勢」 76 号 4 頁）

支 那事変の 教会に 及 ぼ した影響は 頗 る大 きい 。 教会員及び 志道者が 他 の 地方へ 転出

した だ けで も可な りの 数に 上 る。過去す で に 然 り ， 将来 なお どの よ うな深刻な経験

をな さしめ られ るか わ か らぬ 。 （「教 会近 況」 84 号 3 頁）
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い ずれ も盧溝橋事件 の 教会 に 与 え た影響 は ， 実 際に は相 当の もの で あ っ た こ と

を記録 して い る 。 また
， 1931 （昭和 6）年 の 満 洲事変の 影響 と比 較 し て も，

「満

洲 事変 の 勃発以 来教 会はずい ぶ ん 多 くの 者 を他地方 に 送 り出し たが ， 支那事変

以来殊に こ の 感 じを深 くさせ られ る 。 そ の 中に は容 易に 欠 陥の 補填出来ぬ よ う

な人達もあ っ た 。 」 （「教会近況」 90 号 4 頁） と満 洲事変 以上 の 影 響が あ っ た と

し て い る 。

　理 由の
一

つ として 考え られ るの は ， 1936 （昭和 11）年 10月 1 日の 満鉄第十

一
次職制改正 で ある 。 こ の 第十

一
次職制改正 は ， 鉄道総局 を奉天 に 設立 ， 大連

の 満鉄本社で 働い て い た鉄道部所属 の 社員 は奉天 に 移 っ た こ とか ら ， 大連 中心

で あ っ た満鉄 が 奉天 中心 へ と完全 に変革を見せ た職制改正 で あ っ た 38）
。 満鉄 関

係者が 少 な くなか っ た 西広場 教会 に於い て ， 度重 な る満鉄 の 職 制改正 は教勢に

少 なか らぬ 影響 を与 えて い た 。 そ の よ うな中に あ っ て も ， 1937 （昭和 12）年一

1938 （昭 和 13）年で は 大 人 受洗者数が 41名 → 45 名 と増加 し て い る こ とに象徴

され る よ うに ， 信徒の 出入 りは 激 しい もの の
， 熱心 に 伝道 を進 め て い っ た成果

が 見 られ る の も事実 で あ る 。 さらに 理 由 とし て 考 え られ る の は ， 盧溝橋 事件以

来 ， 日本 の 戦時体制 が 急激に 強化 され て い っ た こ とで あ る。 1937 （昭和 12）年

8 月 24 日に は 国民 精神総動 員 実施 要綱 が 決定 ， 翌 1938 （昭和 13）年 4 月 1 日

に は 国家総動員法が 公 布 され ， これ と前後 し て 政府 に よ る経済統制が 始 ま っ た 。

関東州 も 目本 の 租借地 で あ る以上 ， こ の 法 の 適 用 を受け る こ ととな っ た 。 また ，

現住者減少 の 割合 か らして ， 盧溝橋事件 ， 続 く第二 次上海事変に よ っ て 目中全

面 戦争 へ の 道を進 ん で い る こ とを 危惧 し た者が 引き揚げ て い っ た とい うこ と も

理 由 と し て 挙 げ られ よ う。 1937 （昭和 12）年 12 月 13 日に は 南京 が 陥落 ， 1938

（昭和 13）年 1 月 16 日に は ドイ ツ 駐華大使 トラ ウトマ ン を 通 じ ， 首相 近 衛文 麿

が 国民政府に対 し和平交渉打 ち切 りを 「国民政府 を相手 に せ ず 」 との 形で 声明

し た こ とに よ っ て ， 戦争が 拡大 して い くこ とを懸念 し た 教 会員 が 大連を離れ て

い っ た とも考えられ る 。 1937 （昭和 12）年の 盧溝橋事件を転換点 として 西広場

教 会 も変質 し て い く様 子 が統 計の 面 か らも うか が い 知 る こ とがで き る 。
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皿 ． 特徴 的な集団 の状況

西広 場教会の 教会内に は 教会内集 団 と して ， 清和 会 （中年以上 の 男性の 会）， 青

年 会 （後 に 女性 青年会 が 分離）， 婦 人会 ， 愛隣会 ， 日曜学校が あ り， 事 業 とし て

幼稚 園が あ っ た 。 本章に 於い て は これ らの 集団 ・事業の うち ， 西広揚教会の 伝

道 を 考 え る うえで 特徴 的な ， 婦人 会 ・
日曜学校 ・幼稚 園 につ い て史料に 基づ い

て 整 理 ・検証す る こ と とす る。

皿 一 1． 婦 人会

西 広 場教会の 婦人会 に つ い て 吉 田満穂 氏 は 次の よ うに 記 して い る 。

　月一
回 の 例会 をは じ め市内 を一〇 の 区域に 分けて

，

一
斉 に方 面会を 開 く他 ， 期 間

を定 めて新 しい 人 を招 くため の 婦人 志道者会 ， 婦人 だ けで 聖 書 を学ぶ 婦人聖 書研 究

会が 下 記 の よ うに多 くの 方 々 の 家庭で 次 々 に 開か れ た 。

39）

市内を い くつ か の ブ ロ ッ クに 分 け て とい う方式 は 第二 次三 好 時代に 実施 され た

方式 で あ る 。 第二 次三 好時代は 市内を 7 の ブ ロ ッ クに 分け た が ， 婦 人 会 は 当初 15

の 方面 会に 分けて い た （「婦人 の 集会便 り」43 号 4 頁）。 こ の 方面会制は よい 結

果 を もた らし た よ うで あ る 。 事実 ， 翌年 の 婦人会報告 で は この 方 面会制度は 良

好の 成績 を挙 げた と記 され て い る よ うに 40｝
， 会員交流 とい う点 ， そ し て 婦人 会

の 活性 化 とい う点 で は成功だ っ た とい え る 。 確か に婦人会 は教会 へ の 奉仕集団

とし て 重 要な役割 を担 っ て い た e しか し それ と同時 に ， 婦人会は伝 道に於 い て

も重要 な役割を担 っ て い た 。 それ は 方面会 の 担 っ た役割で あ る。

　方面 会は家庭集 会で あ り ， 会揚 は 教会員 の 家庭 とい うこ とに な る 。 吉田満穂

氏 に よれ ば ， 家庭集 会 とは い っ て も ， 教会員 ・婦 人会員 の みが 集ま るの で は な

く， 近所 の 比 較的時間 に 余裕の あ る婦人 も出席 して 集会が もたれ た とい う
41）。

近所付 き合 い とい う点 もあろ うが ， 時間 に余裕 の ある婦入 に と っ て は よい 時間

の 過 ご し方 に もな る 。 しか し ， そ の 集会で 語 られ るの は 聖書で あ り， キ リス ト
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教の 話で あ る。そ れ で も婦人 た ちは 集 会に 出席 し ， 自然 な形 で 教 会に つ なが っ

て い っ た 。 それ ゆ え ， こ の 方面 会 は よ き伝道の 拠 点 とな っ た 。 住宅街や満鉄の

社宅などが い わば伝 道の 拠 点 とな っ て い た とい うこ とに な る。 さらに ， こ の 方

面 会は 牧師だ けで は な く， 長老 も必 ず い ずれ か の 方面会に 出席す る こ とに な っ

て お り 42）
， 単な る婦人 会 の 集会で は な く，

「西 広場教会」 の 集会の
一

つ とし て ，

伝道集会 として 位置 付け られ て い た こ とに な る 。 そ れ だ けで は ない 。 伝 道 師 を

務 め た 小幡慶助の 回想 に 次の よ うな 記述が あ る 。

　こ こ に特筆し なけれ ば な らぬ こ とは ， 各 日曜学校が 各家庭集会 と密接 に結び つ い

て い て
， 生徒父 兄 伝道の 門戸 とな っ て い た こ とで あ る 。 伝道の 作戦 として

， 日曜学

校 ・家庭集会 ・特別伝道集会 ・聖 日礼拝 こ の 四 者が 固 く結 び つ け られ て ， 伝道 の 成

果 が挙 げ られ て い た こ とで あ る 。

43）

こ の 小 幡の 回想の よ うに ， 日曜学校が 家庭集会 と結び つ い て い て 生 徒父 兄伝 道

の 門戸 とな っ て い た とい うこ とは ， こ の 形態 は 「家族 ぐ るみ で 教 会 へ 」 とい う

形 に な っ て お り ， それ を実践 して い た とい え る 。 結果 と し て 婦人会の 家庭集会 ，

方面会は 婦人会 の 発展 の み な らず ， 教会全体 の 伝 道に 貢献 し て い た こ とに な る 。

　 皿 一 2． 日曜学校

　1930 （昭和 5）年 当初 ， 西 広場 教会に は 日曜学校 （以 下 ，
「SS」 と略） は 2 校

あ っ た 。

一
つ は 西 広場 SS で あ り， 今ひ とつ は 嶺 前 SS で あ っ た 。 嶺前独立 後，

SS の 数 は増加 し ， 1940 （昭和 15）年 の 時点 で は 6校 とな っ て い た 。 整理 す る

と以 下の よ うに な る 44）
。

　　  西広 場 日曜学校

　　  日曜聖 書学校 （SBS ） 1932 年 4 月 に 開 校 され た 旧制中学 ， 女学生 の み

　　　の 日曜学校 。 SS を卒業 した生徒た ち ，
つ ま り中学生 な どの 受け皿 と し て

　　　 開設 され た もの 。

　　  早 苗 町 日曜学 校　教会員木 村 光子 が 1932年 11月 ， は じ め桔梗 町 で ，
つ
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　　　い で 1933年 9月早 苗町 に新築 し た 自宅 の 隣に 日曜学校 専用 の 校舎を建て

　　　開校 。 1935年 1 月 ， 教会 がその 経 営を引き受けた もの 。

　　  北公 園 日曜学校　他教会員 坂本英 が 北公 園幼稚園 を借 り独力で つ づ けて

　　　い た もの を ， 1935年 1 月頼まれ て 引 き受けた 。

　　  伏見台 日曜学校　教会に属せぬ 有志の 人 々 が
， 伏見台幼稚 園を借 りて つ

　　　づ けて い た もの を ， 同 じ く頼まれ て 1937年 5 月に 教 会が 引き受け た 。

　 　 　 ぐ みれ

　　  菫 町 日曜学校　伏見台 と同様 ， 有志が 満鉄 ク ラブ を借 りて つ づ け て い た

　　　もの を ， 1932年 5 月 引き受けた 。

こ の 6 校 を分類 す るな らば ，   ，   は 西広場教会が 設立 し ， 西広場教会を校舎

として 行われ て い た もの 。   は西広 場教会員が 設立 し ， 教会 に 譲 渡 した もの 。

  は 他教会員 が設立 し ， 教会 に譲渡し た もの 。   ，   は 教会 関係者以 外 が 設立

し ， 教 会に 譲渡 し た もの ， とな る 。 西広 場教会 に譲 渡 され た SS は 4 校 で あ っ

た が ， なぜ 西広 場教会 に 譲渡 され た の で あ ろ うか 。   の 早 苗町 SS は 西広揚教

会員が 開設 した もの で あ るゆえ ， 西広揚教会 に 譲渡 され た とい うの は理 解 で き

る。 しか し ，   ，   ，   は なぜ 西 広場教 会に譲渡 され た の で あ ろ うか 。 『霊 光』

や 『思い 出』に は譲渡の 理 由に つ い て 直接触 れ て い る記 事 ・箇所 は ない ． 従 っ

て ， 推測の 域 を出ない の だ が ， 『思い 出』に 次の よ うな箇所 が あ る 。
「日曜学校

は ， 全市伝道の
一
環で あ っ た 。 各地 区の 日曜学校 の 責任 を各長老 が とられ て ，

そ の 拡充に 奉仕 され た の で あ る」
45） （傍点 は 引用者）。 前節 の 婦 人 会に 於い て 小

幡慶助の 文章を引用 し て 「SS が 家庭 集会 と結び つ い て い て 生徒父 兄伝 道の 門戸

とな っ て い た」 とい うこ とを 指摘 した が ， それ は SS を全 市伝 道の
一

環 として

位置づ けて い た こ とに よ るの で あ り ， 1930年代 の SSの 増加 は そ の 位置づ けを裏

付け る もの で あ る とい え る 。 事 実 ，
こ の 時代の SS 出席生 徒数 は 合計 250 名 ほ

ど とな っ て お り46）
， その 生徒の 保護者 も あわせ れ ば 500名以上 を動員 して い た

教会 の
一

大組織で あ り， か つ 伝 道対象で あ っ た とい うこ とが で き る 。 ま た ， 西

広場教会の SS の 特徴の
一 つ とし て 「日曜学校週 間」 の 存在 をあげ る こ とが で

き る。 「日曜 学校 週 間」 は 1932 （昭和 7）年， 西 広場 教会関係 3SS （西 広場
・

SBS ・嶺前）の 申し合わせ に よ っ て は じ ま り ， 以 後毎年 9 ，月に 恒例 の 行 事 とな
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っ た 。 た とえ ば 1934 （昭和 9）年の 例 を見て み る な らば ， 9 月 23 日 （日）に始

ま り 29 日 （土）に終了 。 内容は ，   小児大人 合 同礼拝 ，   日曜学 校講演会 ，  

家庭訪 問 日 ，   他教会 日曜学校参観 ，   教 師慰労会 ，   連合 教 師会，   日曜学

校祈禧会 ， とい うもの で あ り （「日曜学 校週 間記事」 37 号 4 頁 ）， 例 年ほ ぼ 同様

の 内容で あ る 。 また ，
こ の 日 曜学校 週 間 とは別 に ， 毎年 8 月 に SS 同窓会 を開

催 して い た 。 以 上 の こ とか らし て も， 西広 場教会は SS に カ を入 れ て い た こ と

が わか る 。

　m − 3． 幼稚園

　大連 日本基督教会附属幼稚 園 （通称 ・ 西広揚 幼稚 園）は 1921 （大正 10）年 1

月 の 総会 に 於い て 設置 が 委員 会 に 委 託 され ， 同 年 10月 よ り保 育 を開始 した 。

1921 （大正 10）年 1 月 26 日 の 第 36 回総会に 於 い て ， 提案者 で あ る勝 俣喜十郎

は幼稚 園設置の 理 由 とし て主 と して ，   土 地 の 有効 活用 ，   幼 稚園 の 必要性 ，

の 二 点を挙げて い る 。 特 に   に つ い て は こ の 「必 要性 」 とい うもの が 教会 に と

っ て の 必 要 性 ，
つ ま り 「伝道」 に と っ て の 必 要性 な の か

， 大連 とい う都市 に 於

け る幼児教育機関が必 要 とされ て い た の か が 歴然 とは しない が ， 1930 （昭和 5）

年 当時関東州 に於 け る幼稚園の 数 が 17で あ る点 を考慮す れ ば ， 後者 ，
つ ま り大

連市 に 於 け る幼児機関が必 要 と され て い た点か ら設置 を決定 し た とも考え られ

る 。

　そ れ は こ の 幼稚 園創立 の 際の 収支報 告に も表れ て い る。「沿 革誌 』に よれ ば こ

の 創立 の 際 の 収入 は 23，493円 で あ るが ， こ の 全額 が 寄附金 に よ っ て まか な わ れ

て い る 。 内訳が 記録 され て い るわ け で は ない の で ， 詳細は 不 明で あるが ， 『沿革

誌』に は 次の よ うな説 明 が あ る 。

丁度其 頃は 大正 九年 の 財界 恐慌 時代後な りしが 夫れで も今 日 よ り財界に 活気 あ り

婦人会の 努力に て 寄附金 も容易に集 り満鉄会社の 金参千 円を筆頭 に鈴木 商店， 勝俣

喜十郎 ， 濱田正 稲 ， 加 藤 直輔 等 の 各金 壱千 円宛 を初 め とし 正金 ， 三 井 ， 東拓 ， 朝鮮 ，

ウィ ン 博士其他よ り多額の 寄附あ り 47） （下線は 引用者）
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こ の 記述 の うち ， 引用者が 下線を 引い た部分 を 抜 き出して み る と ， 満鉄 ， 鈴木

商店 ，
正 金 （横浜 正 金銀行），

三 井 （物産）， 東拓 （東洋拓殖会社 ）， 朝鮮 （銀

行） とい ず れ も当時 の 大企業で あ り ，
これ らの 企 業献金 に よ っ て こ の 幼稚 園が

創立 され て い る こ とが わ か る 。 満鉄 の み な らず ， 商社，金融機 関 まで も
一

つ の

幼稚 園の 創立 の た め に 寄附をす る とい う点は ， 前述 した 関東 州 に 於 け る幼稚園

の 数 と無関係で は あ る まい 。 張 田 眞氏 に よれば ， 関東州 で 幼 稚園に 入 る とい う

こ とはそ れな りの ス テ
ー タス の 証拠 ，

っ ま りエ リー ト コ
ー

ス の 出発点 で あ っ た

とい う48）
。 また ， 満鉄 か らの 寄附は ， 満鉄 が 為 し えない 部分 を民間が 為す ， そ

の た めの 資金提供 で あ っ た と考 え られ る 。 い ず れ に せ よ ， 西 広場幼稚 園創立 に

際 し ， 収入すべ て を寄附金 に よ っ て まか ない ， 自己資金 なし で ス ター トす る と

い う異例 の 事態で あ っ た 。 西 広場教会は 前述 の よ うに教会総会に於い て 設置が

事 実上 決定 され ， 教会 の 業 とし て は じ ま っ た よ うに見 え るが ， 教会 ，
つ ま り小

会が幼稚園の 経営主体 とな っ た の で は な く ， あ くまで も設置主 体は教 会 （小 会）

で あ り ， 経営は 教会婦人 会に 委託 して い た 。 婦人会 は幼稚 園の 運 営に 責任 を持

ち ， 1930年代に 入 る と園児減少 に よ る経 営難の 際に はその 主催に よるバ ザーや

音 楽会が行 わ れ て い た 。

　とこ ろで ， 西広場幼稚 園が 「伝 道」 の 拠点 とな りえた か とい う点 に つ い て は ，

幼稚園卒園生の 日曜 学校 へ の 連続性 を考えて み る と ， 吉田満穂 氏 ， 北 島敏之 氏

ともに 「幼稚 園卒園生 は あ ま り SS に は つ な が らなか っ た 」 とい う点で
一

致 し

て い る
49）

。 こ れ は 先 の 張 田氏 の 指摘 と関東 州 内幼稚 園 の 数 を併せ 考 え る な ら

ば ， 当時 の 幼稚 園入 園者数 は 限定 され て い た こ とに な り， 宗 教教育 を して い よ

うが
， 教 会附属で あ ろ うが ，

「幼稚 園」 とい う点で は何 ら変わ らず ， 他 の 幼稚園

との 「区別化」 も起 こ らなか っ た の で あろ う。 また ， 西広 場教会 の 地 理 的条件

も理 由 とし て 挙 げ られ よ う。 教 会は 交通 至 便 で 街 の 中心 に あ っ た が ， 住宅街か

らは か な り離れ て い た。 生活 圏か ら離れ た幼稚 園 とい うこ とで 実際 ， 園児を募

集す る際 か な り苦労 した 。 定員割れ を起 こ した り ， 経 営難 に 陥 りが ちだ っ た

の は こ の 地理 的条件 に よ る とこ ろが 大 きい と考え られ る 。

　西広場教会 が創立 以来 ， 教会員個人 を通 じて で あ るが
， 多 くの 教育事業や社
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会事業に 携わ り， その 多 くを他 に 譲渡し て い っ た歴 史を考え るな らば ， なぜ 幼

稚 園だ けが 最後 まで 残 っ た の か とい う疑 問が生ず る 。 日基 が幼 稚 園を経営す る

こ と， 事業に 関わ る とい うこ と自体珍しい こ とで あ る とい うが 50）
， 明治期 に展

開 した各事業 は あ くまで も教会員を通 して ， 教会員が 創立 ・設立 し た もの で あ

り， 教会が 主体 とな っ て 創 立 ・設 立 した もの で は ない 。 幼稚 園は経 営主 体 は婦

人会で は あ っ た もの の
， 設置主体は あ くまで も教会 （小 会）で あ っ た 。 つ ま り

設置 ・運営 とも最終的に は教会 が責任 を持 つ 形 とな っ て い た 。 こ の 点 が各事業

中 ， 幼稚 園だ け が他 に 譲渡 され る こ とな く ， 最後 まで 存続 した 理 由で あ る と考

え られ る。

IV． 結語

　 日本 基督教会 の 植民地伝道 に つ い て
， 土肥 昭夫 氏は 『日本 プ ロ テ ス タ ン ト教

会の 成立 と展 開」 （日本基督教 団出版局 ， 1975） の 中で ，
「日基教会の 伝道が 日

本 の 帝国主義 的政策 の 中に位 置づ け られ ， こ れ を推進す る役割を 担 っ た こ とを

よ りあ き らか に す る の は
， 国外伝道で あ る」 と断定 し て い る 51＞。 しか も ， 教会

は 「日本 の 統治を推進 し ， また そ の 恩恵 を うけて い る者 た ちの 利害に 左 右 され ，

これ に 奉仕す る集 団に な りか ね なか っ た 」 とし て い る 52）
。 筆者 は 土肥 氏 が こ の

よ うに 断定 し て い る と こ ろに 疑 問を 持 っ て い る。

　土 肥氏 は こ の テ ー ゼ に於 い て ， す べ て を政治的 見地 ・支配被支配 の 関係 か ら

考察 し よ うと して い る。 しか し ， た とえ ば 中会 の 範 囲にっ い て み る な らば ， 前

述 の よ うに 満洲 中会 は 1912 （明治 45）年 に設置 が 決定 した が ， そ の 際の 中会組

織教会は 大連 ・奉天 ・旅順 と撫順 ・安東で あ っ た 。 しか し
， 満 洲 中会 は 関東州

に あ る教会 と満洲 に あ る教会 ， 後 に は 北京 ・
天 津 ・青 島を も 「満洲 中会」 とし

て 一
体化す るに 至 っ た 。 主権が それ ぞれ違 う地域 が満洲 中会 とし て

一
くく りに

され て い る現実が あ る 。 1939 （昭和 14）年当時の 日基の 中会 は東 京 ・浪速 ・東

北 ・鎮 西 ・山陽 ・北海道 ・台湾 ・満洲 ・朝鮮 ・奥羽 の 10 中会で あ る が ， こ の 区

分か らい えば
， そ して 地理的 ・

現実的区分か らい うな らば ， 北支は満洲 中会に

加 入せ ざるを得 ない
。 とす る ならば ， 日基 の 中会区分 ， 特に満洲中会 の 範囲は
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当時 の 政治 的区分に従 っ た もの で は な く， あ くまで も現 実的 ・ 地理 的条件に従

っ た まで の こ とで あ る 。 つ ま り ， 満 洲 中会 の 範 囲は政 治的な もの を意識 し て い

るわけで は ない とい うこ とに な るの で ある 。 これ に対 し 日本 メ ソ ヂ ス ト教会は

1940 （昭和 15）年 当時 ， 関東州 ・満洲国は 満洲教 区 ， 北支は支那教 区 とし て お

り，
日基 よ りは 政治的 区分 に従 っ て い る とい え る 。 そ れ だ けで は ない 。 土肥 氏

は植民地 と租借地の 相違を正確 に検証し て お らず ， 植民地 と租 借 地 を同
一

視 し

て 論 を進 め て い る とい え る 。

　さ ら に土 肥氏 は ，
「日本が明治以 来朝鮮か ら中国大陸にむか っ て 帝国主義的侵

略を お こ ない
， 現地 に 多 くの 日本 人が 居留す る よ うに な る と，

キ リス ト教 諸派

は 台湾 ， 朝鮮 ， 中国東北 （以下満州 とよぶ ）， 華北 ， （以下北支 とよぶ） とい っ

た地 域 に伝道を開始 し ， 教 会 を設立 し た 。 」 と記 して い る （土肥 ， 前掲書 ， 173

頁）。 し か し
，満洲の 伝道 は 土肥 氏 が 指摘す る よ うな形態 で すべ て の 教会 が は じ

ま っ た わ け で は ない 。 前述 の よ うに 西広 場 教会 は信徒の 集合体 か らは じ ま っ た
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヒ　 　　 　

もの で あ り， 日基大 会 ・伝 道局が 主 体 とな っ て い た わけで は ない 。 現地 に 多 く

の 日本人 が 居留す る に 至 っ て 作 られ た わ け で もない 。 西広 場教会 は 日基 大会 の

方 針や 日基 伝道局 の 主導 に よ っ て 伝道地 とし て 選 定され ， 作 られ た教会で は な

い の で あ る 。 仮 に 当時の 日基 の 伝道方針 が 「日本 の 帝 国 主義 的政策の 中に位置

づ けられ ，
これ を推進 する 役割を担 っ た 」 も の で あ っ た とし て も ， 西広揚教会

は こ の 伝 道方針 とは 全 く関係の ない とこ ろで は じ ま っ た もの なの で あ る 。 土肥

氏 は こ の 事 実を 明 らか に見 て い ない 。

一 部の 教会を見て ， そ の よ うに 記 して い

るに すぎない の で あ る。

　続 けて 土肥 氏は 次の よ うに 記 し て い る 。
「とこ ろで

，
これ らの 教会は ， そ こ に

居留す る 日本 人の 教会 で あ り ， 彼 らが 日本 の 統 治 を推進し ， また そ の 恩恵 を う

けて い る官吏 ， 会社員 ， 教 師， 地主で あ っ た た め ， 彼 らの 利害 に左 右 され ， こ

れ に 奉仕す る集 団に な りか ね なか っ た」 （土肥 ， 前掲書 ， 174頁 ． 傍点 は 引用

者 ）。 土 肥 氏が 「これ らの 教会は ， そ こ に 居留す る 日本人 の 教会で あ り」 と指摘

す る よ うに
， 確か に西 広場教会 も 「日本人 の ， 日本人 に よ る ， 日本人 の ための

教会」 で あ っ た 。 し か し ， 西広揚教会 は果た して 土肥氏 の 言 うよ うな 「日本の
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統 治 を推進 し ， 恩恵 を受 けて い る人 々 の 利害に左右され ， こ れ に 奉仕す る集団」

で あっ た の か 。 先に指摘し たよ うに ， 1937 （昭和 12）年 の 盧溝橋 事件 以 後 ， 西

広揚 教会 も戦時体制に組み込 まれ て い く。 現代か ら見れば 戦争協力 としか 見え

な い 事実 もあ っ た 。 し か し ， それ は 1937 （昭和 12）年の 満洲 に とっ て の
， また

日本 に とっ て の 盧溝橋事件 とい う転換点 が あ り， それ に よ っ て社会体制自体が

変質 し て い っ た結果 ， 教会も政治 体制 に 組み 込 まれ て い き ， 教会 も変質し て い

か ざ るをえなか っ た の で あ り， それ は盧溝橋事件を転換点 として 『霊光』の 内

容が 変質 して い っ た こ とか らも明 白で ある 。 確 か に 土肥 氏 の 指摘す る よ うな 「日

本 の 統治 を推進 し ， 恩恵 を受 けて い る 人 々 の 利 害 に 左 右 され ， こ れ に 奉仕す る

集団」 とい うもの が 現象的に は あ っ た か もしれ ない 。 しか し ， 当時の 教会員の

意識 に はなか っ た 。 吉田満穂氏 は ， 当時 ， 日本 人 と中国人 の 関係や 中国社会 の

構造 を 当た り前 の もの だ と思 い
， 全 く不思 議 に 思 っ て い なか っ た とい い ， 中国

人 を対象 に 伝 道 して い なか っ た こ と も意識 的に しなか っ た の で は な く， 気づ か

なか っ た だけで あ り， 戦後 ， こ の 事実に 改 め て 気づ き驚愕 し た と語 っ て い る
53）

。

　土 肥氏 は 大連 とい う租 借地 に於 け る教会 の 任務 を も 「日本 の 帝 国主義 的政策

の 中に位置づ け られ
，

これ を推進す る役割 を担」 うもの で あ る と考 え ， 教 会が

支配体制 ・支配機構 に 利用 され ， 現地 の 人 々 に 不 当なもの を 強い た とい う論調

で あ る。 しか し ， 西広 場教会 が 支配 機構に よ っ て 自らの 信仰 を ， 伝道 を捻 じ 曲

げた とい う記録 は な い
。 西広 場教会 は 日本基督教会の 教会 と して ，

「日本 基督教

会信仰の 告白」 を 告白し ，
「日本基 督教会憲法 」 並び に 「日本基督教会規則」 を

遵守 して きた教 会で あ る 。 その 教 会が 支配機構の 圧 力に よ っ て 「日本基督教会

信 仰の 告白」 を放棄 し ，
「日本基督教会憲法」 並 びに 「日本基督教会規則 」 を勝

手 に 変 更し た とい う事実は な い し ， 支配機 構 の 都合 の い い よ うに教会が 利 用 さ

れ た 痕跡は ない の で あ る 。

　とこ ろで
， 筆者が 最近 入 手 し た雑誌 に 次の よ うな文章が 掲載 され て い た 。

大連 に お ける キ リス ト教の 伝 道は 中国人 の 信仰す る天主教 ， カ ト リッ ク教 ， 福音ル

ー
テ ル 等が ， 日本人居住以 前よ り多少普及し て い た。 日本人 に対する キ リス ト教の
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伝道 は ， 前述 し た 日匹陸軍 「満州」 倉庫長 とその 部下の ク リス チ ャ ン の 軍 人 ， 軍属

が ，

一
九〇四 年頃大連西広 場教会 を創設し た ときか ら本格化 し た 。 その キ リス ト教

会は外国人宣教師の 伝導に よ っ て 建て られ た もの で は ない 。救世軍 の 活 動や後述す

る大連キ リス ト教慈恵病院の 建設は 同教会を中心 として 成立 し たの で あ る。 す なわ

ち西広場教会に は 比較的知 識人 の 信者が集い ，救世 軍 などが お し出 して きた 「満洲 」

に おける婦女子誘拐や ， 性 病に 犯 され た人 々 の 救済の 問題 が実践 的課題 と され て い

たの で ある 。 それ は ま さに 大連 にお け る 日本 人の 良心 の 証 に な ろ うとして い た の で

あ る 。

54） （下線は 引用者）

こ の 文章 は 筆者が は じ め て 見 た ， 教会関係者以外に よ る西広 場教 会 に対す る評

価 で あ る。 こ の 論文は 大連 に於 け る公娼制度 と婦人救済運動 に つ い て 記 され た

もの で あ るが ， 西 広場教会 を社 会的 な角度か ら見 る とこ の よ うな評価 とな る の

で あろ うか 。

　土肥 氏 は
一

切 の 史料的検 証作業な く， また ， 教会に 於 い て 為 され た 「宗教的

行 為」 を見 るこ とな く，

一
方的な判断に よ っ て テ

ー ゼ を打 ち出 して い るの で あ

る 。 検証作業を経て提示 され たテ
ー ゼ で あれば ， 筆者は 了 とす るが ， 土肥氏 の

そ の よ うな検証作業なし の テ ー ゼ の 提示 の 仕方 に 筆者は 疑問を持 た ざ る を え な

い の で あ る 。

　本論文に於 い て
， 西広 場教会を さまざまな角度か ら検証 し ， 考 察 し て きた 。

多 くの 教会員 に と っ て ， 大連は ， そして 西広 場教会は 「古 き良き時代」 で あ っ

た 。 しか し ， それ と同時に教会員に はあ る苦 渋が あ っ た 。

　満 洲で の 在満 邦人が 満鉄 （南満洲鉄道 KK ） を中心に 豊に生活 で きた の も ， 我 々

は 意識 し ない ま ま に 基本的に言 えば 中国人の 生活を踏台に した もの で あ る以上 ， そ

れ を抜 きに 伝道 し て も， 中国人の 心 を捉 え る こ とは 難し か っ た だ ろ う とも考え ま

す。古 き良き時代 ， 大連で 我 々 の 信仰生活は培 われ て きて ， それ は大 きな恵み で あ

りますが
， その 中に矢張 り一抹の 苦渋 を憶えず に は い られ ません 。55）

し か し ，
こ の 苦渋 に気づ くの は 「敗戦」後で あ っ た。 「敗戦 」を契機 とし て 植 民
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地 伝道に 対す る評価は 変化 し た 。 特に 日本 基督教 団 内に於い て は ， 1967年 の

「第二 次大戦下 にお け る 日本基督教団の 責任に つ い て の 告 白」， い わ ゆ る 「戦責

告白」 公表 に よ っ て ， 植民地伝 道に対す る評価は 変わ っ て い っ た。

　その
一

方 で ， 確 か に ノ ス タル ジア 的評価 も一 方 的で あ る とい え る 。 現代の 我

々 に と っ て 西広 場教 会の 「古 き良 き時代」 は もはや理 解 で きない もの とな っ て

い る 。 しか し ， あ る点 に於 い て は 現代の 我 々 に も評価を下 し うる と こ ろ が あ る 。

西 広揚教 会の 信 仰 と伝 道で あ る。 吉 田満穂氏 は西 広場教 会の 信仰に つ い て 次の

よ うに 記 して い る。「西広場教会 は 旧 日本基督教会 の 主流 に棹 さす カル ヴ ァ ン 派

の 正 統 的福音信仰 に よ っ て 鍛 え られ た 強力 な講壇 を持 つ 倖せ な教 会 で あ っ

た 」
56）

。 西 広場 教会 の 信 仰は 「日本 基督教会信仰の 告 白」 に 告 白され て い る信

仰 に よ っ て い た 。 なに よ り 「日本 基督教会信仰の 告白」 を告 白す る 信仰共 同体

で あ っ た 。 しか も戦時体制 に組み込 まれ て い っ て も，
「日本基 督教会信 仰の 告 白」

は 堅持 し て い た 。
「信仰 の 告 白」 を 堅持す る と と もに 「日本基督教 会憲法」 な ら

び に 「日本基督教会規則 」 を も遵守 して い た の で ある 。

　西広 場教 会の 伝道は ， 大連を ， そ して 満洲 をキ リス ト教化す る為 の もの
， 大

連の み な らず ， 満洲 の セ ン ター 教会 として の 働きを意識 し た もの で あ っ た とい

える 。教派 の 伝道方針や 支配機構 と教会 との 関係 などか ら植 民地 に於 け る伝道

を否定す る こ とは 可能で も ， そ こ で 為 された伝道その もの
， そ こ で 施 され た 洗

礼 ， そ こ で 培われ た信仰 を否定す るわ け には い か ない の で は ない か 。

　西 広場教会は今は 消滅 し て し ま っ た ， 日本 の 教会 の
一

つ の 形態の 象徴で あ っ

た 。 消滅は して し ま っ た もの の
， そ の 伝道か ら ， その 信 仰か ら現代の 我々 が 学

ぶ 点 は 多い 。 と同時 に ， 西 広 場教 会員 の 苦渋 の よ うに 我 々 が 忘れ て は な らない

点 もまた 多い の もまた事実 で あ る 。　　　　　　　　　 （か わ また ・しげ る）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 注

1）　 タ イプ B の伝道の 記録 と し て は飯沼二 郎編 「熱河宣教 の 記 録』（未来社 ， 1965）

　や熱河会編 『荒野を行 く ；熱河 ・蒙古宣教史』 （未来社 ， 1967）があ り， 研究 と

　し て は ，
ハ ン ・ソ ッ キ 『日本 の 満州支配 と満州伝道会』 （日本 基督教 団出版局 ，

　 1999）が あ る 。
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2）　筆者が 把握 し て い る の は ， 大連 満洲基 督教 会編 『開教紀 念刊 亅 （大連満 洲基

　 督教会 ， 1935）と満洲基督教連合会編 『満洲基督教年鑑 　1938』（満洲基督教連

　 合会 ， 1938），芝 田研三 『満 洲宗教誌』 （満鉄 社員会 ， 1940）の 3 点で あ る 。

3）　 国際法学会編 『国際 関係法 辞典』 （三 省堂 ， 1995）， 国際法学会編 『国 際法辞

　 典』 （鹿 島出版 会， 1980，第 2刷 ） に よる 。

4）　柴 田博陽編 『大連 日本基 督教会沿革誌』 〔以 下 ， 『沿革誌 』 と略〕 （大連 日本

　 基督教会 ， 1927）4− 5 頁。

5）　 「沿革誌』 10 頁 。

6） Thomas 　Clay　Winn ． 1851− 1931． 1877 年 ユ ニ オ ン 神 学校卒業後 ， 来 日 。
バ ラ

　 塾を助け ， 北陸伝道 と北陸学院の 創設に力 を 注い だ 。72 歳で 隠退 。

7）　 1878 （明治 11）年
一 1975 （昭和 50）年 。 高知生 まれ 。 明治 学院神 学部 中退 。

　 1904 （明治 37）年 日基の 教師試補試験に合格 ， 福井 ， 高槻教会 を経て 西広場教

　 会牧師 。 1927 （昭和 2）年
一 1948 （昭和 23）年富士 見町 教会牧師 。 姓 は は じめ

　 「三 好」 で 富士 見町 着任後 「三 吉」 に 改姓 。

8）　 『沿革誌』28−29 頁。

9） 深津 文雄 「序 章」， 西 広場教会 の 思 い 出編集委員会編 『西広揚教 会の 思い 出』〔以

　 下 ， 『思 い 出』 と略〕 （大連 西広場 の 会 ， 1991）， 10頁 。

10）　 当時の 大連民政署長 は 関屋 貞三 郎 。 1879 （明治 12）年一 1950 （昭和 25）年。

　 帝大か ら内務省に進み ， 1905 （明治 38）年 9 月か ら 1年 1 ヶ 月間 ， 大連民 政署

　 長。夫人 は 聖公 会の 信徒で あ っ た。 （深 津文雄 f序 章」， 『思い 出』 17頁）

11）　 こ の 建物 は ， 2002 年 8 月 5 日に筆者が 大連 を訪れ た際，現存 を確認 し てい る 。

12）　 『沿革誌亅20 頁。

13）　 1866 （慶應元）年一 1948 （昭和 23）年 。 松江生 まれ 。 1885 （明治 18）年渡

　 米， 1894 （明治 27＞年シ ン プ ソ ン 大 学 を卒業。 日本 メ ソヂ ス ト銀座教会 ， 鎌倉

　 教会 ， 駒込教会の 牧師 を歴任 。 日本 日曜学校協会の 創設者の 1人 。

14）　 『沿革誌』 73 頁 。

15）　 1875 （明治 8）年一 1932 （昭和 7）年。長野生 まれ 。明治学院神学部卒 。

一
ノ

　 関 ， 下 関，札 幌独立 基督教会な ど を歴 任。後 に 島之 内教会 の 牧師。 『基督教世

　 界』の 編集 も担当 し た 。

16）　 『沿革誌』 59 頁 。

17）　 「再任の 三 好牧師先づ 第
一

に 内容の 充実 を計 る べ く市 内を 七 部 に 分 っ て 各 部

　 に組長 を置き信者間の 統
一

を図 り長老に は
一

人
一

役主 義の 責任 を負わせ
， 執 事

　 を奨励 して 其任を完 うせ し め 自己 は 其戦線 に立 ち大に 福音宣伝 に努め た の で あ
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　 る。 （中略）併 し何 と言 っ て も三 好牧師の 全力 は伝道に集注 され た 1。 （『沿 革誌』

　 32−33 頁）

18） ウィ ン夫人は 1912 （大正 元）年 loH8 日 ， 撫順 で 急 逝 した 。

19）　 こ の 趣意書の 賛助員の 中に 国澤新兵衛の 名が あ る 。 国澤は 1863 （文久 3）年
一

　 1953 （昭和 28）年 。 帝 国 大学 工 科 大 学 （現東京大学工 学 部）卒 業後 ， 鉄 道局

　 （後 の 日本 国有鉄道） に入 り， 1906 （明治 39）年 ， 満鉄創立 とともに理事 に選

　 任 され ， 副総裁 ， 第 5 代総裁 を歴 任。 こ の 当時は 満鉄 副総裁在任 中で あ っ た ．

　 国澤は 青山学院の 源流の 一
つ で あ る美会神学校 の 第 1 回卒業生 で あ り， 1943（昭

　 和 18）年 6月に は青山学 院院長 事務取扱 に就任 して い る （気賀健 生 「青山学院

　 の 歴史を支えた人 々 （そ の 四 ）
一

国澤 新兵衛」， 『青山学報』 151号 ，青 山学

　 院 ， 1990， 102− 103頁）。

20）　 『沿革誌』94 頁。

21）　 「次 に順 序を変更 し て 小 会提 出 に 関わ る別 項 （第 三 頁） 所載 『嶺前教会建 設

　 に関す る建議案』 を上程 し 中村長老建議案に対する説明を為 し質問応答あ り ，

　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　■　　ロ　　■　　■　　■　　■　　　　　ロ　　■　　コ　　コ　　　　　コ　　■　　の　　コ　　ロ　　■　　■　　ロ　　　　　．　　　　　の　　 　　　コ　　コ

　 之が 賛否 に つ き意 見を問 うに 及 び 議論沸騰 した る も多数決 を以て 小会の 建設案

　 可 決せ られ議長 は小 会員の 外 に 次 の 五 氏 を委員 に指名す」 （「教 勢 ・教会定期 総

　 会」 17号 4 頁。傍点は 引用者）

22）　 「嶺前教会建設 さる」 21 号 4 頁。

23）　 「独立 教 会を加 う」 32 （4 月）号 1 頁。 32 号は 4 月発行 の もの と 5 月発行の も

　 の が あ るた め
，

こ の よ うに 表記 した 。

）

）

）

）

）

4
厂
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　 目〕 に つ い て 詳細 に 記録 し てい る。 なお ，

　 年度毎 の 統計 で はな く， 年 毎の 統計が 所収 され て お り ， す べ て 当年 12月末 日現

　 在 とな っ てい る。

29）　 こ れ は昭和 8 年版年鑑所収統計 （1932 年分）で は 606 とな っ て い るが
， 昭和

　 9年版年鑑所収統計 （1933年分）で は 605 （± 0） と記載 され て い る。 また ， 昭

　 和 10 年版年鑑所収統計 （1934年分 ）で は 649 （＋44） とな っ て お り，
1933年の

　 605 とい う数字は確定で きる と考え ， 昭和 9 年版 年鑑所収統計 （1933 年分）に

　 従 っ て 605 （± 0） と した 。

2002 年 5 月 21 日 ， 日本基督教 団富士 見町教会に於け る イ ン タビ ュ
ー

。

21）に 同じ 。

吉 田満穂 「白井慶吉牧師の 時代」， 「思 い 出』 50 頁 。

2002 年 5 月 21 日， 日本基督教団富士 見町 教会 に 於 け る イ ン タビ ュ
ー。

『日本基督教 会年鑑』所収 の 統計表 は 17 項 目 〔1934 （昭和 9）年 ま で は 16項

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 『日本 基 督教 会年 鑑』所 収 の 統計は
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30）　 1907 （明治 40）年
一 1999 （平成 11）年 。 日本神学校卒。 吉林教会を経 て ， 長

　　く下関教 会牧 師 。

3／）　 1913 （大正 2）年一2002 （平成 14）年。 関酉学院神 学部 を経 て 日本 神学校卒。

　 西 広場教 会辞任後は鞍山教会 牧師。 引 き揚げ後 ， 京都大宮教会牧 師を経て荻窪

　 教会牧師を最後に 隠退 。

32）　 1917 （大正 6）年
一　 。 満洲 医大 中退 ， 日本基督教神 学専門学校卒。信濃町

　 教会担任教師を 経て 高知教会牧師。 1971 年 2 月か ら 1 年半 ，日本 基督教 団総会

　 議長 。

33）　 1921 （大正 10）年
一

　。 日本神学校卒。戦後 ， 日本基督教団を離脱 し ， 新 日

　 本基督教会 へ 。秋 田教会 ， 西都 教会牧 師を歴任。 1999 年隠退 。

34）　 1911 （明治 44）年一 1988 （昭和 63）年。 日本基督教神学専門学校卒。長 く大

　 井 町教会牧師。 後に湯 川 と改姓 。

35）　 た とえば次の よ うな事例 が あ る。

　　 「満洲 人伝 道に 関す る用務 を帯 び て 来 満せ られ た 工 学 博士 山本 忠興 氏に ， 請

　 い て
一

夜 の 講演会を開 く事 に な っ た 」。 （「山本忠興博 士講 演会」 59号 2−3頁〉

　　 「今回大連 に於 て 開催せ られ た学生 青年会満鮮部会に 出席の ため来連 され た

　 日本 基督教 青年会 同盟 総主事齋藤惣
一

氏 に 依頼し て
・・…・

」（「齋藤 惣
一

氏 講演会」

　 67 号 4 頁） （傍点は い ず れ も引用者）

36）　 1930 （昭和 5）年 か ら 5 年 間に わた っ て 賀川 豊彦 を中心 とし た 伝道方 式。 r御

　 国を来た らせ 給え」 の 祈 りの 下 ，
「祈れ よ ， 捧げ よ ， 働 け よ亅 をモ ッ トー とし ，

　 教会 ・学校 ・団体 などプ ロ テ ス タン ト諸教 派 の 総力 を結集 し た 組織 的伝 道で あ

　 っ た 。 文書伝 道 に特徴が あ り， 従来 の 協 同伝 道 をし の ぐ もの で あ っ た 。 （『日本

　 キ リス ト教歴 史大事典 』に よる）

37）　 福島勲 「序文」 （白井慶吉 『白井慶吉説教及論考集』， 白井慶吉説教及論考集

　 刊行委員会 ， 1983）6−7 頁。

38）　 西 澤泰彦 『図説満鉄』 （河 出書房新社 ， 2000）44 頁 。

39）　 吉 田満穂 「白井慶吉牧 師の 時代」， 『思 い 出』59 頁 。

40）　 「昨年度は じめ ま した 方 面制 度は 良好 の 成績 を挙 げ ， どれ 位会員の 交誼進 め ら

　 れ ， 婦人会を実質的 に よ くしたか 知れ ませ ぬ 。 本 年は全市 を十 区に 分 ち ， 各 区

　 に於い て毎月
一

回方面会を開き ， 其模様を報告か たがた毎月第三 火曜に 方面委

　 員会を 開 くこ とにな りま した 」。 （「婦人会だ よ り」 53 号 4 頁）

41） 2002 年 5 月 21 日
， 日本基督教団富士 見町教会に於 け る イ ン タ ビ ュ

ー
。

42）　 「司会者 は ， 白井牧 師 と男子 役員 （引用者 註 ・長老） が お
一

人ず つ 出席 され
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50）

　 セ ン ター）

　 ス トが 97， 組合が 51 と， 幼稚 園に つ い て は差は歴 然と して い る。

51）　 「日基教会の 伝 道が 日本 の 帝 国主義的政策の 中に位置づ け られ ，
これ を推進す

　 る役割 を担 っ た こ とをよ りあ きらか にす るの は ， 国外伝 道 で あ る 。 日本が 明治

　 以 来朝鮮か ら中国大陸にむか っ て 帝国主義的侵略をお こ な い ，現 地 に多 くの 日

　 本 人が 居留す る よ うに な る と ， キ リス ト教諸派は 台湾 ， 朝鮮 ， 中国東北 （以下

　 満州 とよぶ ）， 華北 ， （以下北 支 とよぶ ） とい っ た 地域に伝道を開始し ， 教会 を

　 設 立 した 。

一
九三 〇年代 の 目基 の 外地伝道 を考え る場合 ， 満州 と北支 ， お よび

　 朝鮮で の 活動が 検討 され なけれ ば な らない 」。 （土肥昭夫 『日本プ ロ テ ス タ ン ト

　 教会の 成立 と展 開』， 日本基督教団出版局 ， 1975， 173 頁）

52）　 「日基は 三 〇 年代では 特 に満州伝道に力 を注い だ。こ の 地域 に 居 留す る 日本人

　 が 増加 す るに と もない ， 大会は伝 道者を定着 させ ， 講師や本部の 責任者 を し ば

　 し ば 派遣 し ， 教勢の 拡大 に努 め た。

　　 とこ ろで
，

これ らの 教会は
， そ こ に 居留する 日本人 の 教会で あ り， 彼 らが 日

　 本 の 統治 を推進 し， ま た その 恩恵 を うけて い る官吏，会社員 ， 教師 ， 地 主で あ

　 っ たた め ， 彼らの 利害に左右され ，
こ れ に奉仕する集団 に な りか ね なか っ た」。

　 （土肥 ， 前掲書 ， 174頁）

53） 2002 年 5 月 21 日 ， 日本基督教 団富士 見町教 会に 於け るイ ン タ ビ ュ
ー。

54）　 竹村民 郎 f公 娼制 度の 定着 と婦人 救 済運 動
一 二 〇世紀 初頭大連 にお い て 」

　 （「環』 IO号 ， 藤原書店 ， 2002 ， 334 頁）

55） 岡本春樹 「植民地二 世 の ク リス チ ャ ン 」 （『に しひ ろばSl8号 ， 西広場の 会 ，

　 1994， 1頁）。

56）　 吉 田満穂 「白井慶吉牧師の 時代」， 『思 い 出』42 頁 。

　 た」。 （川 本周子 「大連西広場教会 に い た 」， 『思い 出』 167 頁）

43）　 小 幡慶助 「大連教会 の 思い 出」， r思い 出』 155 頁 。

44）　 吉 田満 穂 「白井慶吉牧師 の 時代 」， 『思い 出亅61−62 頁。

45）　 小 幡慶 助 「大連教会の 思い 出」， 『思い 出』 155 頁 。

46）　 吉田満穂 「白井慶吉牧師の 時代」， 『思い 出』62 頁 。

47）　 『沿革誌』23− 24 頁。

48） 2002 年 8 月 5 日 ， 大連富麗華大酒店 に 於 け る イ ン タ ビ ュ
ー。

49） 吉田氏は 2002 年 5 月 21 日 ， 日本 基督教 団富士 見町教 会に於 け る イ ン タ ビ ュ

　 ー 。北島氏は 2002 年 5 月 17 日 ， 北島氏 自宅 に於 け る イン タビ ュ
ー。

　　 筆者 が 調査 した とこ ろ ， 『基督教年 鑑 昭和 6 年版』 （1994， 復刻版 ， 日本 図書

　　　　　　 f基督教各諸派 関係 の 幼稚 園」 で は ， 日基 の 幼稚園数 は 49， メ ソヂ
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